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第５回 常陸多賀駅周辺地区整備計画策定委員会

1

令和２年３月2７⽇（⾦）

議題１ 第４回委員会のまとめ
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低未利⽤地を活⽤した施設誘致
オープンスペースの整備

東⻄⾃由通路・駅舎の整備
わかりやすい公共サイン整備

交通広場の整備
オープンスペースの整備
交流、事業創業・創出⽀援機能導⼊

ひたちBRT第３期ルート整備

⾃然資源の活⽤
（桜川緑地・河原子海岸・諏訪梅林）

都計道・駅アクセス道路の整備

都市計画道路の整備

駐輪場の再整備

都市基盤整備の検討

既存公共施設での交流拠点創出
道路や公園空間での交流・滞留空間創出
公園施設の整備

安全・安⼼の確保（排⽔施設や歩道・街路照明の整備、電線地中化の検討）、
良好な都市景観の形成

都市機能の誘導、ひたちＢＲＴ沿線地区など周辺住宅への居住誘導、駐⾞場の適正配置、空き地・空き店舗等の活⽤⽀援

シェアリングエコノミーのニーズ把握と機能誘致
交通システムや環境技術、情報通信技術の進展にあわせた機能・設備の導⼊

議題１ 第４回委員会のまとめ 〜整備計画について

4

⾒直し後の広場配置イメージ

〇広場を極⼒鉄道側に近接させ、⾃由通路延⻑を短縮。
〇各施設をコンパクトに配置しながら、歩⾏者の移動動線を短縮。

【案４】①東口駅前広場は、現地盤の高さで整備
②ＢＲＴ専⽤道を⼯場⽤地を活⽤した北進ルート
③⾃由通路に近接してオープンスペースを確保

【案５】︓①東口駅前広場を⾃由通路⼊り口の高さまで嵩上げ（⼈口地盤）
②ＢＲＴ専⽤道を⾃由通路と並⾛
③⾃由通路に近接してオープンスペースを確保

議題１ 第４回委員会のまとめ 〜整備計画について
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（１）ひたちＢＲＴは、専⽤区間を運⾏する特徴などから、商⽤ベースとしての
⾃動運転化の実現可能性が高いものと期待されているため、今後のルート整
備にあたっては、⼀般⾞や歩⾏者との⼲渉が少ない形態、バスが円滑に⾛⾏
できる道路線形などに配慮してほしい。

（２）駅東口から鮎川郵便局までのＢＲＴルートでは、駅⻄側商業地へのアク
セスのしやすさもポイントであるため、ＢＲＴルートと⾃由通路を並⾛させる案
のほうが、⻄側商業のためには良いのではないか。

（３）⽇⽴市は⾃転⾞利⽤の推進に向けた取組が、⽐較的遅れていると感じる。
⾃転⾞の活⽤や⾃転⾞利⽤空間をどうつくるかというところから検討したうえで
取組を進めてほしい。

■整備計画について

議題１ 第４回委員会のまとめ 〜整備計画について
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■東口交通広場及び東西自由通路・駅舎

事業項目 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 備 考

東口
交通広場

(交通広場)

(ひたちＢＲＴ)

・配置調整

・ルート決定
・測量調査
・交通需要調査

・設計作業
・都市計画
手続き

・国庫補助
協議

・都市計画
決定

・国庫補助
要望

・⽤地取得
・⼯事着⼯

施⼯期間
Ｒ６〜１０年度

駅〜鮎川町区間まで
の整備

東⻄⾃由通路及び駅舎
・基礎調査
・要求条件
の整理

→ ・基本協定
・基本設計 ・実施設計

・施⾏協定
・物件移転
・⽤地取得
・⼯事着⼯

施⼯期間
Ｒ６〜８年度

① 施設の整備手法
交通広場やＢＲＴルートの整備については、施設の整備だけでなく周辺宅地の利便性向上を図る観点から、⼟地区画整
理事業などの整備手法も視野に⼊れながら、周辺住⺠・⼟地所有者と協議を重ね、交通広場周辺の⼟地利⽤計画とあわ
せて、合意形成を図っていく必要がある。

② 施設配置計画
基礎調査や測量調査により、既存の鉄道施設などへの影響を把握をするとともに、排⽔の処理⽅法などを検討しながら、交
通広場及び東⻄⾃由通路、ＢＲＴルートの配置を精査する必要がある。

③ 施設規模・規格
ＢＲＴルートについては、将来の交通需要予測を⾏いながら、バス専⽤区間としての整備可能性を検討する必要がある。
また、駅舎については、基礎調査を⾏いながら、施設規模や導⼊機能、デザインなどに係る⽇⽴市の要求条件を整理する。

〇今後の検討課題

〇想定の事業スケジュール

議題１ 第４回委員会のまとめ 〜事業スケジュールについて
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■駅西側低未利用地の活用

事業項目 令和２年度〜６年度 令和
７年度

令和
８年度

令和
９年度 備考

⻄口市営駐⾞場
の活⽤

・合意形成
(意向調査)

・まちづくり協議会の設置→
(活⽤手法検討)

・利活⽤⽅針の整理
・駐⾞場適正配置の検討
・社会実験
(公共空間活⽤）

利活⽤
の実現 → →

※R6〜8の期間は
駅舎関連⼯事の仮
設エリアに含まれるこ
とを想定。

空き地・空き店舗
の活⽤

(情報受発信体制構築)
・重点エリアの選定
・プレーヤーの発掘・育成
・公共空間の活⽤検討

(プレーヤー発掘・育成)

・エリアマネジメント体制
の構築

エリアマ
ネジメン
トの推進

→ →

① 低未利⽤地の活⽤と市場の活性化
持続可能な都市経営の観点から、駅舎関連施設などへの公共投資の効果を、速やかに周辺商業エリアへ波及・持続させるためには、⺠間投資が誘発されや
すい環境や、地域の中で経済を循環させるサイクルなどの構築に向けた取組を、施設整備に先んじて推進する必要がある。
（具体例）
ア 街なかの空き地・空き店舗の利活⽤を加速化させ、エリアのポテンシャル向上を図る取組。
イ 地域に根差した多様な世代・⽴場のまちづくり⼈材（プレーヤー）を育成しながら、⼈的ネットワークや持続的な活動の基盤(組織)を構築するための取組。
ウ 公共空間の活⽤などによる新たな交流の場、稼ぐ場の創出など、プレーヤーやまちづくり組織の活動を活性化し、持続的なものとする取組。

② ⻄口市営駐⾞場の活⽤
⻄口市営駐⾞場は、駅舎関連⼯事などを⾏う際の⼯事エリアに含まれる可能性が⼤きいことから、実施時期の⾒極めが必要である。また、⼟地利⽤の転換に
あたっては、⺠間事業者と連携し、そのノウハウをいかしながら施設の誘致などを推進するとともに、駐⾞場機能の代替などを検討する必要がある。
そのため、今後は、周辺⼟地所有者の意向確認や、事業成⽴に向けた市から事業者への優遇措置・導⼊する公共施設など、事業の枠組みや条件を整理す
る必要がある。また、事業を成⽴させるためには、上記①のような、⺠間事業者が参画しやすい社会条件（エリアのポテンシャル向上など）が前提となることから、
上記①の取組を推進する社会実験の場などとしても活⽤しながら、引き続き活⽤⽅針を精査していく。

〇今後の検討課題

〇想定の事業スケジュール

議題１ 第４回委員会のまとめ 〜事業スケジュールについて

● マイクロクリエイションオフィスやコワーキングスペースの提供
● 不動産オーナーへの啓発、協⼒要請
● 公共空間の開放（ポップアップショップ、屋台など手軽に出店できる場の提供）

● 新たな担い手や後継者向けのワークショップやセミナーの開催
● 商⼯会議所や起業者交流グループ、創業⽀援ネットワークなどの活⽤
● まちづくりの仕掛⼈や意欲ある事業オーナーなどの「個」の⼒の活⽤

⼈材育成のイメージ

8

■まちづくりプレーヤーの育成

〇 起業が始めやすい環境を地域につくる

〇 ⼈材の掘り起こし

〇 ⼈的資源・ノウハウの蓄積、ネットワークの構築

空き店舗のシャッターが開く → 点から線・線から面への展開 → ⺠間投資の誘発
（エリアポテンシャルの向上）

地域に根差した人材の育成 → 地域資源活用・地産地消 → 地域内での経済循環

議題１ 第４回委員会のまとめ 〜今後の検討課題について
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体制の構築イメージ

■⾏政からの⽀援

・⼈材育成⽀援

・財源確保の場の提供
（公共空間開放などの規制緩和）

・「公」の団体としての認定
（信⽤度・認知度の向上）

・⾏政手続きにおける窓口の
ワンストップ化

など

組織としての活動展開 → 地域課題の解決 → 良好な環境や地域の価値を維持・向上
↓ （エリアマネジメントの実現）

エリアの空間需要の喚起 → ⺠間投資の誘発

■まちづくり活動の基盤となる体制（エリアマネジメント体制）の構築

議題１ 第４回委員会のまとめ 〜今後の検討課題について
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（１）今回のような⼤きな事業が⾏われるのは、⼤きなチャンスであり、若い世代の
⼈たちと、向こう30年、40年の将来を考えてまちづくりを⼀緒に考えるというこ
とが重要である。

（２）計画策定を契機に常陸多賀で⾊々な⽅達と話す機会が増えたが、若い⼈
たちをサポートする包容⼒のある上の世代の⼈達がいるということが常陸多賀
の良さなのではないかと考える。

（３）他市と⽐較して、多様な⼈材がいるということは、⽇⽴の魅⼒の⼀つだと考え
る。多様な⼈材に働きかけながら、まちづくりを進めてほしい。

（４）起業にあたり、⾏政から⼀定の設備がある施設の貸出しや運営⽀援など、
チャレンジできる場を整えてもらえるのであれば、ハードルが下がり挑戦する⼈も
増えてくると考える。

■人材育成とまちづくり体制の構築について

議題１ 第４回委員会のまとめ 〜事業スケジュール及び今後の検討課題について
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（１）今回の整備を契機として、駅周辺での業務系⽤地の機能更新が⾏われる
可能性も感じている。事業者とも早めに情報を共有してほしい。

（２）まちづくりの当事者を増やすためには、情報発信が第⼀歩であり、今後事業
を進める中では、広く情報発信しながら、多様な⼈々に携わってもらい、まちづ
くりのビジョンを共有しながら進める必要がある。

（３）今回の整備は、まちのブランディングを進めていくうえでの⼤きなチャンスである。
駅周辺をどうしていくのかということについて、さらに議論を深めて、まち全体で、
具体的なイメージを共有する必要がある。

（４）まちのブランディングに繋がるようなコンセプトは、今後のまちづくり協議会でもさ
らに検討を進めるべきである。

■情報発信とブランディングの推進について

議題１ 第４回委員会のまとめ 〜事業スケジュール及び今後の検討課題について

議題２ 常陸多賀駅周辺地区整備計画（案）について

12



2020/6/23

6

13

議題２ 整備計画（案）について 〜目次構成

14

議題２ 整備計画（案）について 〜課題と整備設備の必要性
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〈新技術の活⽤など〉
・⾃動運転技術の活⽤
・⼩型電気⾃動⾞などグリーンスローモビリティの活
⽤

・⼭側住宅団地など周辺に多数の住⺠が住んでいる。
・ひたちＢＲＴ沿線や⼭側住宅団地など、周辺エリアの
⼈達が駅前を訪れなければにぎわいは生まれない。

常陸多賀エリア

〈ひたちＢＲＴ〉
・定時制、速達性は評価するが、運賃が高い
・ルート延伸にあたっては、利⽤者の多くなるところ通すべき
・⽇中の利⽤者増が課題 ・沿線に乗⾞の目的となる施設が必要

・駅への直通バスなど、常陸多賀エリアの住⺠が駅やＢＲＴ沿線にアクセスしやすくなるような交通手段の確保
・買い物難⺠を生まない移動手段の確保 ・駅前で買い物をした高齢者がどうやって荷物を持ち帰るか

モ
ビ
リ
テ
ィ 〈⾃家⽤⾞・⾃転⾞〉

・⾃転⾞、歩⾏者、クルマそれぞれが安全な交通環境
・⾃転⾞通学の学生が多い（⾃転⾞・歩⾏者それぞれが不安）

〈現状〉
・店が少なく魅⼒を感じない
・売上減、後継者不⾜、魅⼒ある商品が少ない
・朝(7:00〜9:00)と夜(19:00〜21:00)に営業している店が少ない
・生鮮⾷品や普段着、下着、子ども⽤品などが売っておらず、⽇常の買い物に不便
・ドラッグストアやコンビニ、朝晩利⽤できるカフェなど、にぎわいのまちならあるべき店が無い
・空き地、空きビル、空き店舗が増えている ・空地が多く、街並みやにぎわいが分断され
る
・駅前に集える場所が無い ・若者が少ない ・年配者が多い

〈駐⾞場〉
・駅前でも駐⾞場の確保が必要
・時間貸駐⾞場が増えており、短時間駐⾞やパークアンドライドで利⽤されている
・駐⾞スペースが減ると路上駐⾞が増え、道路が混雑することが予想される
・事業者は来客⽤駐⾞場の負担が⼤きく苦労している
・市営駅前駐⾞場は出⼊り口が奥まっており使いづらい
・市営千⽯駐⾞場はよかっぺ通りに駐⾞帯がある関係から出⼊りしづらい

〈望まれる姿〉
・ＢＲＴの乗⾞の目的となる施設、ＢＲＴで出かけていって⼀⽇過ごせる場所
・多業種の⼩売り、⾃宅の近所で買い物や外⾷ができる環境
・⽇常生活が完結できるので⼈が集まるという環境
・駅前だけの買い物で⽇⽤品が揃う環境
・⾏政と地元商店会の連携、商店同⼠のネットワーク活性化
・空き地、空き店舗の活⽤
・事業者と不動産オーナーの間に⽴って空き店舗問題を解決できる仕組
・店舗の集約 ・回遊性 ・⼈が集まる、増える
・若い⼈が集まれるスペース、活⽤してもらえる仕掛け
・駅を中⼼に住⺠、従業者、学生、事業者が交流できる空間
・⽔⼾駅や⽇⽴駅と張り合う必要はない
・地域住⺠の住みやすさ、便利さを感じるまち
・⼈が寄り添えるまち ・ロータリーを中⼼に花の多い、ゴミのない環境
・⼀言で言えるまちの具体的なイメージ、イメージしやすいまちづくりのテーマ
・まちの⾊、ブランディング、強みをつくる ・デザインされたまちづくり
・住んでみたいと思われるモノ、コト
・商業施設の誘導よりも⼈に住んでもらえる魅⼒ある住環境づくりが優先
・若い⼈達にとって良いまち ・年配者が楽しく暮らせるまち ・住⺠が楽しめるまち
・若い世代、子育て世代の意⾒を取り⼊れる

に
ぎ
わ
い

く
ら
し

交

流

駅前エリア

〈低未利⽤地及び駅舎附帯施設への施設誘致〉
・若者や高齢者などターゲットを定めた出かけたくなるような店、場所
・周辺住⺠の利便性向上、他市町村など他所からの来訪者に利⽤される施
設
・高齢者が遊べる、時間をつぶせる施設を増やす
・年配者はゲームセンターに多く集まっている
・駅前には高齢者の買い物の場が期待されている
・地区の住⺠が⽇⽤品を購⼊できる店
・通勤利⽤者を引き留めることができる施設
・学生が⽴ち寄れる図書館やカフェ
・滞留空間（本屋、喫茶、軽⾷、待合、テレビ、空調、気の利いたお⼟産）
・待ち時間が有意義に過ごせる空間
・若者が望むようなスポーツ施設、ランニングステーション
・地場産業のマーケットスペース、地元商店が出店できるスペース
・居住⼈口を増やすことは重要だが、駅前で⼾建て住宅は難しいので、マン
ショ
ンのような集合住宅にならざるを得ない ・店舗併⽤型⼤型マンション
・シニア向け分譲マンションと医療系施設の複合施設
・東海駅のようなステーションギャラリー
・生鮮品を扱う商業施設、⼩さくても良い
・ドラッグストア、⽇⽴市内に無い外⾷チェーン、映画館
・図書館や託児所、保育園等の子育て⽀援施設の集約

〈道路〉
・旧国道など、歩道が無く道路が狭く、危険を感じるところがある
・ベンチや休憩所、街灯などのホスピタリティが不⾜
・電線地中化による災害に強いまちづくり

駅周辺施設

〈⻄口広場とよかっぺ通り〉
・朝⼣や⾬天時に送迎⾞両で混雑 ・周辺での路上駐⾞が多い
・よかっぺ通りの駐⾞帯は⻑時間利⽤者が多く、常に満⾞
・よかっぺ通りは横断歩道がない部分での歩⾏者横断をたびたび⾒かける

〈駅〉
・ホームの拡張やエスカレーター設置などの利便性向上
・外部トイレのブース数が少ないので環境改善を
・東⻄⾃由通路を整備する際は屋根をつけ、⾬天時も利⽤しやすく
・現在は改札からすぐホームに出られて使いやすい
・オープンスペース（イベント機能、防災機能）・演奏会、落語発表の場
・イベントで利⽤できる屋外電源設備など

〈東口〉
・現在のロータリーは狭い ・駐輪場に⾃転⾞が溢れている
・バス、タクシー、⼀般⾞のスペースをきちんと整備してほしい
・駐⾞場を整備してほしい

〈緑空間〉
・緑のネットワークに賛同 ・公園緑地内のカフェ
・サクラの活⽤（おおくぼ児童公園〜⼤学通り〜⼯場周辺）
・街路樹の落葉処理、定期的な剪定など維持管理⾯での課題

〈ユニバーサルデザイン・バリアフリー〉
・歩道の凹凸の解消
・高低差解消の配慮、階段を少なく高齢者の移動、昇降を便利に

〈施設整備の優先度〉
・駅舎と⾃由通路の整備を優先して進めてほしい
・各事業規模が⼤きいので事業⻑期化に伴うリスクが減らせるよう、スピー
ド感を持って進めてほしい

緑
空
間

西
口

道
路

駅

東
口

〈常陸多賀の魅⼒〉
・駅東側の⼯場の桜並木がきれい(駅と桜がマッチしている) ・海と⼭を感じられる風 ・夏の花火 ・海岸線の風景、⼭の景⾊ ・平坦な地形 ・夏涼しく、冬暖かい ・⾃然災害が少ない
・駅と商店街の程良い距離感 ・親不孝通りなどの魅⼒的な路地裏空間 ・かどや周辺のお店と道の程良い距離感 ・駅や学校が近いまち ・ラウンドアバウト式ロータリー
・改札からすぐに電⾞に乗れる駅 ・多賀市⺠プラザ

バリアフリー

15

議題２ 整備計画（案）について 〜課題と整備設備の必要性

16

議題２ 整備計画（案）について 〜課題と整備設備の必要性
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16

議題２ 整備計画（案）について 〜目次構成

18

議題２ 整備計画（案）について 〜まちづくりの目標と基本⽅針
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19

議題２ 整備計画（案）について 〜まちづくりの目標と基本⽅針

20

議題２ 整備計画（案）について 〜まちづくりの目標と基本⽅針
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21

議題２ 整備計画（案）について 〜まちづくりの目標と基本⽅針

22

議題２ 整備計画（案）について 〜主な推進事項

駅周辺施設の整備（朱書きのもの）を、今後概ね10年以内に短期的・重点的に
整備することとし、それと並⾏しながら中⻑期的に各種の施設整備等を推進
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23

議題２ 整備計画（案）について 〜施設等整備計画

24

議題２ 整備計画（案）について 〜施設等整備計画
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25

議題２ 整備計画（案）について 〜施設等整備計画

26

議題２ 整備計画（案）について 〜ユニバーサルデザイン
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26

議題２ 整備計画（案）について 〜都市景観

28

議題２ 整備計画（案）について 〜都市景観
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29

議題２ 整備計画（案）について 〜賑わい創出

30

議題２ 整備計画（案）について 〜賑わい創出
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31

議題２ 整備計画（案）について 〜賑わい創出

32

議題２ 整備計画（案）について 〜賑わい創出
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33

議題２ 整備計画（案）について 〜目次構成

34

議題２ 整備計画（案）について 〜事業スケジュール
〈優先順位の考え⽅〉
〇 ひたちＢＲＴを活⽤したまちづくりを推進するため、交通結節機能の強化に重点的に取り組んで

いきます。
〇 また、その施設整備によるインパクトが、都市の拠点としての市街地の再生に効果的に波及するよう、

駅周辺の滞留・交流機能強化に向けた取組を重点的に推進します。
〇 さらには、これら⼀連の取組を契機として、都市拠点のポテンシャル向上が期待できることから、その

ポテンシャルを維持・向上させるためのまちづくり体制の構築や、⺠間活⼒の活性化に向けた取組を
並⾏して推進します。

〇 持続可能なまちづくりを推進するため、中⻑期的に居住や都市機能の誘導に向けた取組を推進
するとともに、事業の平準化を図りながら、地区の更なる魅⼒向上や安全・安⼼の確保を図るための
基盤整備などを推進します。

〇 短期的・重点的に実施する事業
(1) 交通結節機能の強化

ア ひたちＢＲＴの駅周辺運⾏ルートの整備にあわせた駅東口広場とアクセス道路の整備
イ 東⻄市街地を結ぶ⾃由通路と駅舎の⼀体的な整備

(2) 駅周辺の滞留・交流機能の強化
ア ⾃由通路に附帯する多⽤途スペースの整備
イ 駅⻄口市営駐⾞場や駅周辺の空き地・空き店舗など低未利⽤地の活⽤

(3) まちづくりプレーヤーの育成⽀援と官⺠連携のまちづくり体制の構築

〇 中⻑期的に実施する事業
居住・都市機能の誘導や都市景観の形成、安全安⼼で良好な道路環境の整備など、まちづくりの⽅針に基づく各種の取組
について、短期的・重点的に実施する事業との連動による相乗効果や事業の平準化などを勘案しながら推進します。
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35

議題２ 整備計画（案）について 〜事業スケジュール

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 備考

交通広場
施工期間
Ｒ６〜10年度

ひたちＢＲＴ
駅〜鮎川町区間まで
の整備

施工期間
Ｒ６〜８年度

※Ｒ６〜８の期間は
駅舎関連工事の仮設
エリアに含まれるこ
とを想定

事業項目

東口交通広場

東⻄⾃由通路及び駅舎

⻄口市営駐⾞場の活⽤

空き地・空き店舗の活⽤

・配置調整

・ルート決定
・測量調査
・交通需要調査

・設計作業
・都市計画
手続き

・国庫補助
協議

・都市計画
決定

・国庫補助
要望

・⽤地取得
・工事着工

・基礎調査
・要求条件の整理 ・基本協定

・基本設計
・実施設計

・施行協定
・物件移転
・⽤地取得
・工事着工

・合意形成
（意向調査）

・まちづくり協議会の設置
（活⽤手法検討）
（情報受発信体制構築）

・重点エリアの選定
・プレーヤの発掘・育成
・公共空間の活⽤検討

・利活⽤方針の整理
・駐⾞場適正配置の検討

・社会実験
（公共空間活⽤）
（プレーヤー発掘・育成）

・エリアマネジメント体制の構築
・エリアマネジメントの推進

・利活⽤の実現

36

議題２ 整備計画（案）について 〜事業スケジュール
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36

議題２ 整備計画（案）について 〜今後の検討課題

38
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39※駅舎のデザイン、構造、規模等については、今後検討していきます。

40※駅舎のデザイン、構造、規模等については、今後検討していきます。


